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産業全体を捉えた研究だけでなく1 ），企業間競争2 ），トヨタ生産方式3 ），サプライヤーシス


















































8 ）Jean‐Noël Kapferer （2008）， 1 ‐ 5 頁参照。
9 ）Jean‐Noël Kapferer （2008），13頁参照。
10）Rafael Castro & Patricio Sáiz （2020）， 6 ‐ 7 頁参照。











証拠として，株式会社インターブランドジャパンが主催する Japan Branding Awards 2019に



















































































































































































業務とする MTC（Mazda Technical Center），TKUS（Toyo Kogyo’s U. S.）の社屋がカリフ
ォルニアにあったため，内田氏は1978年 6 月から1979年 2 月にかけてそこで活動した。内田氏
の後任は吉原昭氏（1980年 4 月まで）であり，アメリカの情報を広島に送る体制が整った。
1980年 2 月には，山本裕士氏が渡米，1981年 2 月には八木将雄氏が渡米し，駐在デザイナー 2
名体制となり，米国での活動が本格化した。
1981年 4 月，MTC と TKUS が併合し，MANA（Mazda of North America）が設立された。
MANA に設置されたプロダクト・プランニング＆リサーチ・ディヴィジョンにおいて，デザ




着任し，MANA の副社長に就任した。1984年 4 月，MANA の新しいスタジオが完成した。
1 分の 1 クレイを製作することが可能となり，デザインに必要な設備が整ってきた。新しいス
タジオが完成したことで，MANA は，具体的なデザインを提案することが可能となった。
1988 年 7 月，MANA か ら 研 究 開 発 部 門 を 分 離 独 立 し て MRA（Mazda R&D North 
America）が設立された。1989年 1 月の時点で，MRA の従業員数は約100人，その内，商品
企画・デザインの担当者は24人であった25）。MRA においてデザインを担当した部署は
Advanced Product & Development Division であった。俣野氏をマネジャーに，カラー＆リサ
ーチ，デザイン，モデル，ファブリケーションを検討する 4 つのグループによって構成された。
モデルグループはクレイモデルを製作し，ファブリケーショングループはプロトタイプの製作
を担当した。MRA は，その他に，排ガス・認証，安全技術，先行技術の Technical Research 
& Development Division， 駆 動 系， シ ャ シ ー， 車 体 装 備， エ ア コ ン 設 計 の Product 
Engineering & Development Division，戦略企画，製品企画，調査／解析の Product Planning 
& Research Division， テ ス ト ／ 調 査， 評 価 ／ 調 査 の Product Research & Development 
Division，運営計画，人事の Operational Planning & Administration Division によって構成さ







































































34）マツダ株式会社『High Spirited Design by MAZDA』， 2 頁参照。
35）『日経産業新聞』1989年 5 月11日，17頁参照。









デザイン本部長の福田氏は，デザインの共通認識としての基本方針として High Spirited 
37）『日経産業新聞』1989年 2 月20日，19頁参照。
表 １　１989年頃の各デザイン拠点
名　称 デザイン本部及び横浜デザイン部 MRA（Mazda Reserch & Development of America）





















1974年　 Art Center College of Design 卒
































（出所）マツダ株式会社『High Spirited Design by MAZDA』より作成。
立教経済学研究　第75巻　第 1号　2021年70
Design というコンセプトを打ち出した。High Spirited Design とは，「お客様が見て，我々が
提案していることが理屈抜きでわかるデザイン」である。福田氏は，「かつては “ マジメ・マ
ツダ ” といわれていたが，チャレンジング・マツダに変わっていく。デザインは工業デザイン
から High Spirited Design に，その手法は機能主義からエンターテイメントに変わる。それら
によってお客様に伝えたいのは，我々の車に載せた “ ときめきの世界 ” だ」と述べた38）。福田






























代目 RX‐ 7 を発売した。ユーノスコスモのエクステリアデザインにおいては，「初代コスモの



























































































































































































































48）『日経ビジネス』2018年 3 月 5 日，66頁参照。







商品 DNA（商品の特性）が設定された。より具体的には，人格 DNA として Stylish，Insightful，
Spirited，商品 DNA として Distinctive Design（際立つデザイン），Exceptional Functionality
（抜群の機能性），Responsive Handling and Performance（反応の優れたハンドリングと性能）


















1996年以降のマツダの社長は，1996年 6 月から1997年11月はヘンリー・ ディー・ ジー・ ウォレス氏，
1997年11月から1999年12月はジェームズ ・ イー・ ミラー氏，1999年12月から2002年 6 月はマーク ・
フィールズ氏（元フォードアルゼンチン S. A ・マネージングディレクター），2002年 6 月から2003年


















ンについては，かつてデザイン本部長の福田氏が提示したコンセプトである “ ときめきの世界 ”
が活かされた59）。
56）2000年には，ブランドを強化するため，1984年以来採用していた社旗をエンブレムと同様のデザイ
ンに変更した（『日経産業新聞』2000年 1 月 7 日，23頁参照）。




59）『カースタイリング』1998年 9 月30日，53‐54頁参照。マーティン ・ リーチ氏は，「自然界には様々
なシェイプがあり，これをデザインにいかに取り込むべきかを考えた。現在は “ リジッド（固い）”






























































































71）マツダ株式会社「CX‐ 5 について # 1 ：シグネチャーウィング」『ZOOM‐ZOOM BLOG』2012年
2 月21日。
72）『日経産業新聞』2013年11月18日，13頁参照。






































































































木元英二（2016）「新型 CX‐ 9 のデザイン」『マツダ技報』No.33．
坂上浩司・富山栄子（2017）「トヨタ自動車株式会社と日産自動車株式会社が取り組むデザイン戦略
の共通点と相違点に関する研究」『事業創造大学院大学紀要』第 8 巻第 1 号．
































―『High Spirited Design by MAZDA』．
―（1987）「マツダ横浜研究所竣工：21世紀展開の芽を育てるインテリジェント・リサーチ・セン
ター」『News from Mazda』第964号．
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